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濟
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屈
折
望
遠
鏡
一
覧
表
（
天
界
第
三
號
四
一
頁
置
屋
）
で
世
界
第
二
の
位
置
を

占
め
て
居
る
の
は
、
影
響
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
學
附
属

リ
ッ
ク
天
文
毫
の
望
遠
鏡
で
、
レ
ン
ズ
の
直
下
三
十
六
吋
焦

鮎
距
離
五
十
六
択
、
別
に
直
痙
…
二
十
三
吋
の
ク
ラ
ウ
ン
硝
子

の
修
正
用
レ
ン
ズ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
加
へ
合
は
せ
る
ざ
寓

眞
用
望
遠
鏡
に
な
る
。
勿
論
其
時
に
は
焦
鮎
距
離
は
十
吠
程

短
く
な
る
。

　
此
望
遠
鏡
に
就
て
は
、
有
名
な
話
が
あ
る
。
或
年
の
こ
ご

ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
リ
ッ
ク
（
智
臼
舘
ζ
爵
）
ご
云
ふ
米
國
の
金

持
が
、
蝕
程
お
金
を
た
め
把
の
で
彼
ご
妻
ご
二
人
の
記
念
物

を
造
り
π
い
ご
思
っ
て
、
ま
つ
・
太
｝
牛
洋
沼
岸
に
二
つ
の
且
像

を
立
て
や
う
ε
考
へ
陀
。
其
時
に
或
天
華
忍
者
が
、
そ
ん
な

物
で
は
観
心
で
も
あ
っ
た
時
に
遠
方
か
ら
よ
い
目
標
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
第
一
に
敵
弾
の
御
見
舞
を
受
け
る
か
ら
、
高
山
の
頂
に
大

望
遠
鏡
を
泣
て
π
方
が
永
久
的
で
よ
か
ら
う
ε
云
つ
把
。

　
か
く
て
西
暦
一
八
八
八
年
、
其
當
時
世
界
最
大
の
屈
折
望

遠
鏡
は
、
桑
港
の
東
南
六
十
哩
程
は
な
れ
π
海
抜
四
千
二
百

尺
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
（
舅
自
叶
◎
　
麟
國
H
口
陣
一
e
Ω
P
）
の
頂
に
立
て
ら
れ
だ

リ
ッ
ク
氏
は
其
完
成
に
先
だ
つ
て
死
去
し
た
が
、
其
遺
骨
は

大
望
遠
鏡
の
毫
石
の
中
に
納
め
ら
れ
た
。
挨
及
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
は
天
文
観
測
所
で
且
無
識
の
墓
で
あ
る
ら
し
い
が
、
リ
ッ

ク
天
文
憂
の
望
遽
鏡
も
リ
ッ
ク
氏
の
立
言
な
記
念
碑
こ
な
つ

だ
わ
け
で
め
る
o
f
一
こ
れ
だ
け
の
こ
蓬
は
天
文
好
き
の
人

に
は
よ
く
知
ら
れ
て
居
る
。

　
所
が
話
は
ま
だ
点
き
な
い
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
麓
の
ま
は
り

の
地
続
が
望
遠
鏡
が
出
來
て
か
ら
段
々
上
っ
て
來
た
。
そ
れ

が
動
機
こ
な
っ
て
ソ
ッ
ク
の
三
十
六
吋
口
痙
よ
り
更
に
大
き

い
野
川
ク
ス
天
文
毫
の
四
十
吋
屈
折
望
遠
鏡
が
作
ら
れ
る
様

に
な
つ
セ
ご
は
誠
に
面
自
い
。

　
其
事
情
は
ー
ー
私
が
誇
張
し
て
申
す
の
で
は
な
く
て
タ
ー

ナ
ー
敏
授
の
著
『
近
世
天
文
學
」
の
中
に
ち
ゃ
ん
ε
記
さ
れ
て

あ
る
ー
ー
或
企
業
好
き
の
紳
士
が
『
大
望
還
鏡
を
建
て
る
ご

其
邊
の
地
面
の
債
格
が
上
る
も
の
だ
』
ど
云
ふ
法
則
は
一
般

に
あ
て
は
ま
る
も
の
か
試
験
し
て
見
や
う
ε
今
度
は
リ
ッ
ク

の
望
遽
鏡
よ
り
も
つ
ご
大
き
な
者
を
建
て
る
ご
ふ
れ
出
し
て
、
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直
径
阻
十
吋
の
ガ
ラ
ス
を
二
枚
注
交
し
だ
。
此
試
験
は
驚
く

程
に
成
功
し
紀
、
唯
ふ
れ
出
し
π
だ
け
で
地
薄
は
あ
が
つ
陀

の
で
、
も
う
其
上
下
定
の
試
験
を
遽
行
ず
る
必
要
を
認
め
な

か
っ
た
。
兎
に
角
レ
ン
ズ
を
作
る
べ
き
土
石
四
十
吋
の
ガ
ラ

ス
は
注
文
さ
れ
た
儘
引
取
手
も
な
く
製
造
者
の
手
元
に
残
っ

セ
。
此
際
そ
れ
を
安
く
買
ひ
取
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
っ
だ
が

一
寸
買
ひ
手
も
な
か
っ
セ
。

　
其
時
二
人
の
天
文
學
者
が
、
・
シ
カ
ゴ
の
＝
量
蒙
チ
ヤ
ー
戸

ス
、
エ
ル
ク
ス
（
9
毘
窃
日
・
団
Φ
蒔
⑦
。
・
）
　
に
此
事
情
を
話
し

て
、
シ
カ
ゴ
市
の
把
め
に
も
誠
に
好
機
會
だ
ご
す
、
め
、
π
の

で
工
川
ク
ス
氏
が
主
こ
し
て
金
を
出
し
て
奥
れ
る
事
ε
な
り

遽
弔
四
十
吋
の
大
望
遠
鏡
は
建
て
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。

シ
カ
ゴ
大
學
附
薦
エ
ル
ク
ス
天
文
壷
は
か
く
し
て
生
れ
π
さ

う
で
あ
右
。
此
天
文
毫
は
シ
カ
ゴ
の
町
か
ら
西
北
八
十
哩
程

は
な
れ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、
ぺ
一
（
白
営
猷
日
。
。
尊
顔
図
）
　
ε
云

ふ
所
の
、
ゼ
ネ
バ
ど
云
ふ
湖
水
の
岸
に
あ
る
丘
上
に
立
っ
て

一
入
九
七
年
以
來
活
動
し
始
め
セ
。

　
地
面
は
シ
カ
ゴ
市
民
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の
寄
．
附
で
、
直
穫
四

十
吋
の
レ
ン
ズ
だ
け
の
慣
が
十
三
萬
二
千
圓
、
望
遠
鏡
器
械

十
一
萬
圓
、
望
遠
鏡
室
（
直
樫
が
九
＋
尺
）
九
萬
圓
、
天
文
毫
の
建
物
二

十
七
萬
圓
を
費
し
把
ご
云
ふ
こ
ε
で
あ
る
。

　
此
望
遠
鏡
の
長
さ
は
六
十
二
尺
程
あ
り
十
一
個
の
ス
タ
イ

ン
ハ
イ
・
川
の
接
眼
レ
ン
ズ
が
あ
っ
て
倍
率
は
二
百
三
十
倍
か

ら
三
千
七
百
五
十
倍
ま
で
獲
へ
る
こ
ご
が
出
干
る
。
　
（
其
際

搾
油
は
角
度
で
三
九
六
秒
か
ら
二
八
秒
ま
で
薫
る
）
そ
し
て

十
七
等
星
ま
で
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。

　
大
き
い
望
遠
鏡
に
就
て
は
色
々
面
自
い
話
が
あ
る
も
の
で

す
が
、
叉
次
の
機
會
で
申
上
げ
ま
せ
う
。
（
此
項
終
）

　
　
安
曇
な
跡
望
遠
鏡
（
9
ぎ
二
・
薯
。
量

　
近
頃
英
國
倫
敦
オ
ソ
ト
エ
ー
會
赴
か
ら
手
睡
録
望
選
鏡
を
費
り
出
し
れ
。

直
経
二
吋
長
さ
十
四
吋
で
あ
ろ
か
ら
十
等
星
ま
で
は
見
レ
2
る
。
頗
ろ
軽
．
便
で

叉
實
用
向
で
あ
る
。
蘇
に
彗
星
や
星
雲
や
新
星
な
見
ろ
の
に
は
滴
・
し
て
み
る

京
都
大
岡
に
見
本
が
一
つ
あ
ろ
が
自
分
ば
之
れ
で
毎
夜
攣
、
光
星
や
海
王
星
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ド

小
遊
星
な
ご
存
観
測
し
て
愛
用
し
て
み
る
。
債
は
二
確
論
（
時
二
二
＋
二
園
）

三
脚
台
付
な
ら
ば
債
二
倍
。
1
・
一
最
近
叉
赤
道
儀
式
の
台
な
付
け
れ
の
も
あ

る
其
償
百
圓
賜
。
之
れ
が
最
も
氣
が
き
い
て
み
ろ
。

　
叉
會
員
の
富
［
永
壇
皿
田
爾
…
氏
は
先
般
同
合
目
肚
へ
一
二
吋
望
遠
鏡
を
注
山
久
ぜ
ら
れ

た
。
債
百
四
＋
圓
。

　
爾
他
に
旧
号
し
れ
い
人
が
あ
れ
ば
本
馬
で
取
次
ぎ
ず
る
（
山
本
）


